
モニタリングシート（レクリエーション・スポーツ施設）

２　管理運営状況等
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2
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利用登録団体数
（団体）

216206 226
補足
説明

新型コロナウイルス感染症
の影響により臨時休館。
R2.3.2～R2.5.31
R3.4.25～R3.6.20

スポーツ教室参加者
数（人）

6,984 1,164 1,797

283 252

2 年度

307

利
用
状
況

年間利用者数
（人）

146,142 45,538 70,359

令和

272 307

管理形態 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理

年度

供用（開館）日数

4

指定管理

次年度（見込）

令和 1 年度 令和 5令和 年度

7 人 0その他

年度 平成3 年度

実績 今年度（予算）

指定管理者 HOSグループ

人

施設内容・業
務内容等

施設管理、運営業務、清掃、警備、環境衛生、植栽、電気設備保守業務、消防設備点検、冷却
塔点検、駐輪場管理
施設利用（競技場、貸室）及び用具の貸出し等。

人員体制 正規職員 1 人 パート・アルバイト

年度

指定の方法 複数施設を一括指定管理

施設所管課
都市魅力産業スポーツ部
スポーツのまち推進室
市民スポーツ支援課

連絡先 06-4309-3282

施設の名称 東大阪市立東体育館
指定期間 30 年度～ 4

指定管理者に関するモニタリングシート 黄色のセルを施設担当課が記入

１　施設の概要 （モニタリング実施年度： 令和 4 年度）

設置目的
市民のスポーツ・レクリエーション活動を促進し、健康増進を図ること及び公共的利用に供する
ため。

072-982-1381連絡先

指定管理委託料（千円） 38,850 38,850 38,850 38,850 未定
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モニタリングシート（レクリエーション・スポーツ施設）

課題への対応
今後の取組

最終評価
（任意設定）

施設管理において、新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者及び稼働
率が大幅に減少していることが見受けられるが、感染対策等を徹底し、少しず
つ利用者数の回復に向け取り組むことができている。また光熱水費などにおい
ても節電を心がけるなど経費の削減に取り組むことができている。危機管理に
ついては、新型コロナウイルスの他にも近年予想を大きく上回る災害やさまざま
な事故が想定されるので、利用者の安全を最優先にした管理運営をお願いし
たい。

Ａ

Ｅ
効
果
・
効
率
性

施設の効果を最
大限発揮しようと
するとともに、管
理経費の縮減が
図られている
か？

Ａ

日常の利用以外にも、スポーツ教室やレクリエーションなどの自主事業を設
け、各種教室に参加していただき健康な体力づくりの促進を図ることができて
いる。また、施設の管理や事業の企画において、日ごろから職員間で話し合い
を行い、改善や向上、経費の削減に取り組んでいるが、現状に満足せず、工
夫できるところがあるか模索するよう努めてほしい。

Ｆ
法
令
等
遵
守

法令や各種規
則等を理解し、
遵守すること
で、社会的責任
を果たしている
か？

Ａ 関連条例・規則等の理解・遵守のため、朝礼・会議・研修などで折に触れて意
識向上を図っている。今後は事業計画などの情報公開を行ってほしい。

Ｃ
サ
ー

ビ
ス

平等な利用の
確保及びサー
ビス向上が図ら
れているか？

A 窓口や電話対応などの接遇や案内表示等、利用者にとって不便のないよう細
心の注意を払うことができている。

Ｄ
市
民
視
点

市民の声が反
映される管理・
運営が行われ
ているか？

S アンケートや窓口等でいただいた来館者からの意見について、的確にかつ速
やかに対応し、また市とも共有を行うことができている。

Ａ
行
政
視
点

施設の設置目
的が達成でき、
事業の継続性
が期待されると
ともに、市民の
安全の確保が
図られている
か？

A

公共施設の設置目的を十分に理解し、指定管理者として平等かつ公平な施設
運営を行い、スポーツ、レクリエーション活動を促進し、健康増進を図ってい
る。
また、自主事業などを通して、市民に対してスポーツやレクリエーションの促進
につながる場となっている。日常の安全点検はもちろん、災害等発生時の危機
管理についても、十分な対策を行っている。

Ｂ
管
理
・
運
営
能
力

人員・予算等の
資源を管理し、
快適に施設や
設備等を利用
できる環境を整
備しているか？

S
施設管理や運営に必要な人材を適材適所に配置し、経費の削減に努めるなど
効率的な運営を行っている。また、快適な利用環境を目指して、修繕・清掃・衛
生管理・防犯対策に至るまで、きめ細かく対応している。
感染症対策についても十分なされている。

３　モニタリングの総括
「個別評価」（自動表示）：Ｓ＝チェック項目が全て○、Ａ＝×がなく「得点」が中間点以上、
　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ＝×がなく中間点未満あるいは×が１個で「得点」が中間点以上、Ｃ＝×が２個以上。
「最終評価」（任意決定）：個別の評価結果を踏まえて、評価者の裁量で決定する。

モニタリングの観点
施設担当課のモニタリング

個別評価
S A B C

評価できる点や要改善事項
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